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はじめに

NPO法人スマイルクラブは、2000年に総合型地域スポーツクラブ（以下 地域スポーツクラブ）

としてスタートしました。ちょうど、スポーツ振興基本計画として文科省が各市町村に１つのクラブ

を設立目標として推進された年でもあります。それから20年が経過し、日本の地域スポーツクラブ数

は2019年3月のスポーツ庁の報告書によれば、全国に3,599件（クラブ育成率80.8％）となっており、

ほぼ横ばい状態となっています。

20年経過した私たち地域スポーツクラブは、地域にどこまで貢献できたのか？あるいは地域の人た

ちにどこまで受け入れられたのか？ 特にこの2020年度は新型コロナウイルス感染症で始まり、終わ

りました。このような時代に、地域スポーツクラブは何ができたのか？を毎日考えながら活動してい

ます。

2020年4月の緊急事態宣言で学校施設や公共施設等が使えず、スポーツ活動がまったくできず大変

な年でもありました。さらには2021年1月に2度目の緊急事態宣言が発出され、再度スポーツ教室で

の収入は閉ざされ、どうやって運営をしていけばいいのかを模索していました。おそらく多くの地域

スポーツクラブは、このような状況ではないかと推察いたします。

一方でドイツの地域スポーツクラブとの交流も、コロナまでは10年連続しておこなってきました。

そこでの大きなヒントは「社会公益性」（福祉分野や医療連携領域など）というテーマでした。つま

り、障がい児（者）や運動療法など地域のいろいろな方に必要なプログラムも積極的に取り入れ、地

域の人材（障がい児指導専門家や医療関係者等）を活用しながら活動している姿でした。

そして、今回スポーツ庁「障害者スポーツ推進プロジェクト」に採択され、このテーマについて、

地域スポーツクラブとしてどう考え、スマイルクラブの地元である千葉県の協力を得ながら進めてま

いりました。

そして、この報告書が皆様にどれほどお役に立てるかは分かりませんが、一つのヒントとしてお役

に立つことができれば幸甚と考えておりますので、どうぞこの機会にご一読いただければと存じます。

2021年3月

NPO法人スマイルクラブ

理事長 大浜 あつ子
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本プロジェクトにあたり

今回のスポーツ庁委託事業は、障がい者（この報告書の中では、基本的に「障がい」を使用）スポー

ツ推進のために、その受け皿のひとつとなっている総合型地域スポーツクラブ（以下 地域スポーツク

ラブ）であるスマイルクラブが、千葉県と連携しモデル的に障がい者スポーツのイベントや人材養成な

どを、学校や地域の体育館等で直接おこなう予定でした。

しかしながら、新型コロナウイルス感染症により緊急事態宣言が発出され、学校もお休みとなり、外

出も制限され、直接事業をおこなうことができなくなり、コロナ時でも対応できる方向へ内容を変更せ

ざるを得ませんでした。

本来、スポーツは直接見たり、聞いたり、体験したりすることで「感動」、「すばらしさ」、「むず

かしさ」など様々なものを伝えることができますが、今回の感染症により、新たな伝え方を創出しそれ

にチャレンジし、もって障がい者スポーツの推進をはかりたいと考えました。

一方で、地域スポーツクラブはこの新型コロナウイルス感染症により学校開放による体育館等の施設

が使えなくなり、活動休止をせざるをえず、経営的に苦しい状況でもあることも報告されています。そ

のような中、2021年1月に2度目の緊急事態宣言が発出され、それに拍車をかけている状況です。

そこでこのような困難な時代に、この委託事業をきっかけに地域スポーツの今後の運営のひとつの

キーワードとして「社会公益性」（福祉領域や医療連携等）を掲げ、その具体的な事例についてもご紹

介することで、この事業がさらに発展できるものと考え、「社会公益性」に関する具体的な事例も追加

させていただきました。

なぜならそのことで、このコロナの時代に障がい者スポーツの受け皿となっている全国の地域スポー

ツクラブの自立継続のための、きっかけにもつながると考えたからです。そして多くの地域の方々に喜

んでもらえるクラブとなり、必要で愛されるクラブとしても深化できるものと考えたからです。

最後に今回の事業で、千葉県はじめ委員の方々など多くの方にご協力いただき、この紙面を借り、あ

らためて厚くお礼申し上げます。

2021年３月

ＮＰＯ法人スマイルクラブ理事

本プロジェクト事務局責任者 大浜 三平
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本プロジェクトの概要

１ 本プロジェクト名

千葉パラスポーツプロジェクト （CHIBA PARASPORTS PROJECT)

２ 本プロジェクトの目的

スマイルクラブが千葉県と連携し、新型コロナウイルス感染症時にも対応できる、障がい

者スポーツハンドブック等を作成することにより、障がいのある人が施設や自宅等でスポー

ツを楽しむことができる環境を整備することを目的とする。

３ 目標（下記成果物とその配布）

1）障がい者スポーツハンドブックの作成

2）パラスポーツ紹介事例（パラバドミントン）動画作成

パラバドミントンの動画作成し、CDとして配布

3）上記ハンドブックおよびCDの配布

学校、地域スポーツクラブ等

４ 方法

1）委員会の開催 （※各委員については、下記参照）

2）事務局の設置

3）関係者への成果物の配布

５ 委員会委員（敬称略、順不同）

1）委員長 大浜 あつ子（NPO法人スマイルクラブ理事長）

2）委員 渡邉 国剛（千葉県教育庁教育振興部体育課スポーツ推進室生涯スポーツ班）

3）同 桃木 一（同上）

4）同 安藤 裕一（株式会社GMSSヒューマンラボ代表取締役、医師、スポーツドクター）

5）同 谷藤 千香（千葉大学大学院国際学術研究院国際教養学部准教授）

6）同 兒玉 友（日本福祉大学スポーツ科学部助教）

7）同 大浜 真（NPO法人スマイルクラブ所属、パラバドミントン選手）

8）事務局 大浜 三平（ＮＰＯ法人スマイルクラブ理事）

久保田 いずみ（事務局スタッフ）
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本プロジェクト結果（実績）

１ 委員会の開催（オンラインにて開催）（別紙１）

1）2020年7月28日（火）9～11時

2）2020年10月19日（月）10～12時

3）2021年3月3日（水）13～15時 3回の開催

２ ハンドブック資料（別紙２）

1）ハンドブックの作成（1,000冊）

2）内容

①総合型地域スポーツクラブについて

②千葉県でのオリンピックとパラリンピック開催について

③千葉県での総合型地域スポーツクラブでの障がい者スポーツ事例

④パラスポーツ紹介（パラバドミントン）

⑤新型コロナウイルス感染症予防等

⑥千葉県の活躍期待選手のインタビュー

３ CD資料（別紙３）

パラバドミントン説明動画のCD（100枚）

４ 上記ハンドブックとCDの送付（197か所）

1）千葉県内の特別支援学校および総合型地域スポーツクラブ134か所へ送付

2）千葉県柏市内中学校（21か所）および小学校（42か所）計63か所へも

ハンドブック送付
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別紙１ 委員会資料（抜粋）
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別紙２ ハンドブックの資料イメージ（抜粋）
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別紙２ ハンドブックの資料イメージ（抜粋）
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別紙３ CDの資料イメージ（抜粋）

タイトルは
「すごいぞ！パラバドミントン！！」

パラバドミントン選手と解説者
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別紙３ CDの資料イメージ（抜粋）

パラバドミントンカテゴリー説明

車いす選手のトレーニング事例



スマイルクラブ概要
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・1998年 任意団体として発達障がい児の教室を開催
・2000年 ＮＰＯとして認証

（総合型地域スポーツクラブとして）
発達障がい児の健康福祉支援教室「運動が苦
手な子の教室」と「バレーボール教室」でス
タート

・2005年 茨城支部（水戸市）設立
・2006年 第1回アジアワークショップ開催（北京市）

柏市協働事業「学校体育授業サポート
(主に特別支援学級）」スタート

・2009年 第2回アジアワークショップ開催（千葉県柏
市）

・2010年 横浜市内作業所運動指導スタート
（横浜市委託事業）

・2011年 熊本支部（熊本市内）設立
・2014年 山口支部（山口市内）設立
・2015年 放課後デイサービス事業スタート（1号店）
・2016年 放課後デイサービス事業スタート（2号店）

現在にいたる

【沿革】

【主な活動内容】

１．アダプテッドスポーツ（障がい者スポーツ）
1）発達障がい児も参加できる
「運動が苦手な子の教室」（児童）
「チャレンジスポーツ教室」（高校生以上、社会人）

2）障がい者スポーツイベント（パラスポーツ含む）
ＩＤバレーボール大会（知的障がい者バレーボール大会）
フロアバレーボール大会（視覚障がい者）
デフバレーボール大会（聴覚障がい者）
シッティングバレーボール大会（パラリンピック種目）
パラバドミントン出前授業等

２．放課後デイサービス事業
障がい児の個別運動指導「スマイルスポーツ塾」

３．スポーツ教室
バレーボール、バスケットボール、
バドミントンの教室や講習会等

４．地域との連携
1）柏市協働事業「学校体育授業サポート」
（主に特別支援学級の体育）

2）「障がい者スポーツ推進」事業（文科省委託事業）
（柏市障がい者スポーツ推進連絡会）

５．シニアスポーツ（高齢者）準備中
軽スポーツ、心臓リハビリ運動教室、
介護・認知予防イベント等
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【主な教室の指導風景】



Homepage

E-mail

NPO法人スマイルクラブ

http://smile-club-npo.jp/

smile-c@jcom.home.ne.jp

〒277-0858 千葉県柏市豊上町23－29

TEL 04-7169-4183 FAX04‐7169‐3303

令和 2 年度 スポーツ庁委託事業
『障害者スポーツ推進プロジェクト』

「地域の課題に対応した障害者スポーツの実施環境の整備事業」

編集・発行 NPO法人スマイルクラブ 2021年3月




